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バ ブ ル が 崩 壊 し た 1 9 9 0 年 以 降 の 日 本 で は 、 様 々 な 改 革 の 試

み が 実 施 さ れ た 。 た と え ば 、 六 大 改 革 （ 橋 本 政 権 ）、 教 育 大 国

（ 小 渕 政 権 ）、 構 造 改 革 （ 小 泉 政 権 ）、 国 家 戦 略 室 設 置 （ 民 主 党

政 権 ）、 生 産 性 革 命 （ 安 倍 政 権 ） な ど だ 。 詳 細 に は 立 ち 入 ら な

い が 、 全 て の 歴 代 政 権 が 立 派 な 改 革 の 方 針 を 打 ち 出 し た 。  

こ れ ら 多 く の 改 革 の 試 み の 結 果 は 出 た 。 日 本 の 実 質 G D P の

伸 び 率 の 推 移 は 世 界 で も 突 出 し て 低 い 。 潜 在 成 長 率 は ほ ぼ 一

貫 し て 低 下 し 続 け た 。 他 方 、 広 く 世 界 を 見 渡 せ ば 、 I T を 中 心

に 技 術 革 新 が 生 ま れ 、 1 9 9 0 年 前 後 の 東 西 冷 戦 の 終 結 で グ ロ ー

バ ル 化 が 浸 透 し て 経 済 成 長 は 加 速 し た 。 中 国 や イ ン ド な ど 旧

東 側 陣 営 の 約 2 5 億 人 が 資 本 主 義 陣 営 に 加 わ っ た 影 響 は 甚 大 で 、

高 い 経 済 成 長 を も た ら し た 。結 論 を 簡 略 化 し て 言 う な ら 、日 本

だ け が 世 界 か ら 取 り 残 さ れ た の だ 。  

こ れ は 様 々 な 原 因 が 複 合 的 に 作 用 し た 結 果 だ と 考 え ら れ る 。

以 下 に 主 な 原 因 を 列 挙 す る 。  

第 一 の 原 因 は 、 日 本 の ビ ジ ネ ス 環 境 の 整 備 が 極 め て 不 十 分

な こ と だ 。 国 連 傘 下 の 世 界 銀 行 は ビ ジ ネ ス の し や す さ を ラ ン

キ ン グ で 発 表 し て い た 。 政 権 交 代 が 起 き た 2 0 1 2 年 に 2 0 位 だ

っ た が 、 2 0 2 0 年 に は 2 9 位 ま で 低 下 し た 。 歴 代 の 政 権 は 、 表 向

き は 改 革 と 言 い な が ら 、 実 際 に は 改 革 を 実 施 し て い な い 。  

第 二 は 国 際 環 境 の 変 化 で あ る 。 東 西 冷 戦 が 終 結 し て 米 国 が

日 本 を 見 る 目 は 豹 変 し た 。 米 国 か ら 見 る と 冷 戦 の 勝 利 国 は 米

国 で は な く 日 本 だ っ た 。 軽 武 装 で 経 済 発 展 を 優 先 し た 吉 田 ド

ク ト リ ン は 大 成 功 し て 、東 西 冷 戦 の 終 結 ま で 継 続 さ れ た 。し か

し 、 東 西 冷 戦 が 終 わ る 頃 か ら 米 国 は 安 全 保 障 の 軸 足 を 軍 事 か

ら 経 済 に 移 し 、 1 9 9 3 年 に 国 家 経 済 会 議 を 創 設 し て 、 日 本 は 極

論 す る と 仮 想 敵 国 に な っ た 。そ し て 、日 米 円 ド ル 委 員 会 や 日 米

構 造 協 議 な ど で 無 理 難 題 を 押 し 付 け ら れ 、 米 国 の 意 に 沿 わ な

い 場 合 は 円 高 誘 導 に よ り 大 幅 な 円 高 が 示 現 し た 。 過 度 な 円 高

に 対 し 日 本 は な す 術 が な く 、 産 業 構 造 の 空 洞 化 が 進 行 し た 。  

第 三 は 東 西 冷 戦 の 終 結 で 加 速 し た グ ロ ー バ ル 化 だ 。 貿 易 自

由 化 が 進 展 し た こ と で 収 益 率 の 高 い ビ ジ ネ ス モ デ ル が 変 貌 し

た 。そ れ を 一 言 で 言 う な ら 、世 界 で 最 も 安 い コ ス ト で 原 材 料 を

調 達 し 、最 も 安 い コ ス ト で 製 造 し 、そ し て 、最 も 高 く 売 れ る 市

場 で 販 売 す る の だ 。こ の 背 景 に は 、電 気 の 仕 様 が ア ナ ロ グ か ら

デ ジ タ ル に 移 行 し て 組 立 加 工 業 が モ ジ ュ ー ル 化 し た こ と 、 I T

化 に よ る 通 信 コ ス ト の 大 幅 な 低 減 も あ っ た 。 結 果 と し て 電 機

や 機 械 な ど 組 立 加 工 業 の 下 請 け 構 造 は 、 国 内 で 完 結 す る 垂 直
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統 合 型 か ら グ ロ ー バ ル 規 模 の 水 平 分 業 型 へ と 移 行 し た 。 電 子

部 品 産 業 に は こ の 変 化 に 果 敢 に 適 応 し て 世 界 に 飛 躍 し た 企 業

も あ る 。し か し 、総 じ て 多 く の 日 本 企 業 は こ の 変 化 に 適 応 で き

ず 、台 湾 や 中 国 の 企 業 に 市 場 を 奪 わ れ た 。言 い 換 え る な ら 、付

加 価 値 の 低 い ス マ イ ル カ ー ブ の 真 ん 中 で 、 強 い コ ス ト 競 争 力

を 持 つ 中 国 や 韓 国 と 競 争 し て 敗 北 し た 。  

第 四 は 日 本 企 業 の 競 争 力 の 源 泉 の 喪 失 だ 。 規 格 品 を 低 コ ス

ト で 大 量 生 産 す る の は 、 画 一 性 の 高 い 日 本 人 の 日 本 人 に よ る

日 本 人 だ け の 組 織 運 営 に お い て 、 最 も 得 意 と す る と こ ろ だ っ

た 。し か し 、こ の 先 進 国 へ の キ ャ ッ チ ア ッ プ に 過 剰 適 応 し た 日

本 企 業 の ビ ジ ネ ス モ デ ル は 、 プ ラ ザ 合 意 後 の 円 高 で 競 争 力 を

喪 失 し た 。 本 来 な ら 競 争 力 の 源 泉 を コ ス ト 競 争 力 に 代 え て 付

加 価 値 競 争 力 に 求 め る べ き だ っ た が 、横 並 び 体 質 、前 例 踏 襲 主

義 、 減 点 主 義 人 事 を 残 し た ま ま で は 転 換 は 難 し か っ た 。  

第 五 は 日 本 企 業 の ガ バ ナ ン ス 改 革 だ 。 2 0 0 2 年 の 商 法 大 改 正

や 2 0 1 5 年 の コ ー ポ レ ー ト ガ バ ナ ン ス ・ コ ー ド の 導 入 で 日 本 企

業 の 積 年 の 経 営 問 題 に 終 止 符 が 打 た れ る と 期 待 さ れ た 。 し か

し 現 実 に は 、利 益 を 出 す た め に 人 件 費 、人 材 投 資 、設 備 投 資 が

削 減 さ れ た 。 英 米 企 業 を 表 面 的 に 模 倣 し た 企 業 経 営 ス タ イ ル

は 、 極 め て 近 視 眼 的 に な っ て い た 。  

第 六 は 日 本 人 の 仕 事 に 対 す る 熱 意 の 低 さ だ 。 様 々 な 国 際 比

較 に お い て 、 日 本 人 の 経 済 成 長 に 資 す る 自 己 啓 発 や 仕 事 へ の

取 り 組 み 姿 勢 や 熱 意 の 低 さ は 突 出 し て い る 。 こ れ は 個 々 人 の

意 識 の 問 題 だ け で は な い 。教 育 制 度 に お い て も 、キ ャ ッ チ ア ッ

プ が 終 わ っ た 後 の 経 済 発 展 段 階 に 応 じ た 創 造 性 や 自 主 性 を 育

む 教 育 へ の 転 換 の 面 で 、 有 効 な 解 決 策 は 打 た れ て い な い 。  

以 上 が 日 本 経 済 に 低 迷 を も た ら し た 主 な 原 因 で あ る 。 こ れ

ら は 、 同 時 に ど う す れ ば 日 本 経 済 が 活 性 化 す る か の ポ イ ン ト

で も あ る 。 ど う 対 応 す べ き か 、 以 下 が 解 決 策 で あ る 。  

第 一 の ビ ジ ネ ス 環 境 の 整 備 に つ い て 、 政 官 財 の 既 得 権 は 全

廃 す べ き で あ る 。そ の た め に は 、一 票 の 格 差 や 省 庁 の 設 置 法 な

ど 聖 域 な き 既 得 権 の 見 直 し を 実 施 す べ き だ 。 そ の た め の 価 値

基 準 は 、将 来 世 代 も 含 む 公 平 感 と し 、諸 外 国 の よ う に 憲 法 に 明

記 し て 進 め る べ き で あ る 。  

第 二 の 国 際 環 境 の 変 化 に つ い て 、 今 後 は 米 中 の 競 合 が 激 化

す る こ と が 高 い 確 度 で 予 想 さ れ る 。 日 米 関 係 は 米 中 関 係 を 映

す 鏡 で あ り 、 米 中 の 利 害 の 対 立 は 日 米 経 済 の 緊 密 化 と い う 意

味 で 日 本 経 済 に 恩 恵 を も た ら す 可 能 性 が 高 い 。 日 本 は 戦 略 的
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自 律 性 と 戦 略 的 不 可 欠 性 を 磨 い て 国 益 を 追 求 す べ き で あ る 。  

第 三 の グ ロ ー バ ル 化 に つ い て 、 既 に 経 済 安 全 保 障 の 観 点 で

グ ロ ー バ ル 化 の 逆 流 は 始 ま っ て い る 。ロ シ ア ・ ウ ク ラ イ ナ 戦 争

も 逆 流 に 拍 車 を か け る 要 因 に な る だ ろ う 。 日 本 が グ ロ ー バ ル

化 に 適 応 で き な か っ た 原 因 は 様 々 で あ る 。 そ の 多 く は 日 本 人

の 国 民 性 に 起 因 す る も の で 簡 単 に 変 わ れ る も の で は な い 。 た

と え ば 、英 語 が 出 来 な い 、外 国 人 と 対 等 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

が 出 来 な い 、以 心 伝 心 と 忖 度 を 外 国 人 に 要 求 す る 、世 界 規 模 で

ビ ジ ネ ス を 構 想 す る こ と が 出 来 な い 、な ど だ 。日 本 と 日 本 人 に

と っ て グ ロ ー バ ル 化 の 逆 流 は 恩 恵 を も た ら す 可 能 性 が 高 い 。  

第 四 は 日 本 企 業 の 競 争 力 の 回 復 だ 。 日 米 関 係 が 緊 密 に な っ

た こ と で 、 過 度 な 円 高 誘 導 を 警 戒 す る 必 要 性 は 大 き く 低 減 し

た 。 こ れ か ら は 円 安 を 利 用 し て 経 済 成 長 に 寄 与 す る 体 制 を 整

備 す る こ と が 日 本 経 済 の レ ジ リ エ ン ス を 高 め る 要 因 に な る 。

具 体 的 に は 輸 出 の 増 加 や イ ン バ ウ ン ド 観 光 客 の 増 加 な ど だ 。

当 面 の イ ン バ ウ ン ド は コ ロ ナ 禍 で 厳 し い 面 は あ る が 、 体 制 整

備 を 加 速 さ せ る べ き だ ろ う 。 欧 米 政 府 は 半 導 体 産 業 の 育 成 な

ど 産 業 政 策 に 本 腰 を 入 れ 始 め た 。日 本 政 府 も 、体 制 整 備 を 昭 和

の 高 度 成 長 に 寄 与 し た 産 業 政 策 の 復 活 と 位 置 付 け 進 め る べ き

で あ る 。 他 に も 競 争 力 の 観 点 で は 、 D X 化 、 生 産 性 向 上 、 イ ノ

ベ ー シ ョ ン 、 な ど 既 に 言 い 古 さ れ た 多 様 な 論 点 が あ る 。  

第 五 は ガ バ ナ ン ス 改 革 だ 。伝 統 的 に 日 本 で は 、労 使 の 協 調 と

長 期 的 雇 用 を 前 提 に 、 会 社 の 利 害 関 係 者 バ ラ ン ス を 取 る 経 営

が 志 向 さ れ て い た 。 し か し 、 1 9 9 0 年 以 降 は 過 度 に 従 業 員 を 優

遇 し 、2 0 0 0 年 頃 以 降 は 過 度 に 株 主 を 優 遇 し た 。そ し て 昨 今 は 、

人 的 資 本 経 営 の 重 要 性 が 再 び 認 識 さ れ て い る 。日 本 企 業 は 、人

間 中 心 の 組 織 の 原 則 に 回 帰 し 、 人 と 企 業 の 同 時 成 長 を 志 向 す

べ き で あ る 。 た だ し 、 2 0 0 0 年 前 後 に 一 度 は ブ ー ム と な っ た も

の の 頓 挫 し た 人 的 資 源 ブ ー ム と 同 じ 轍 を 踏 ん で は な ら な い 。  

第 六 の 日 本 人 の 仕 事 に 対 す る 熱 意 の 低 さ に つ い て 、 原 因 は

日 本 の 人 事 部 の K K D（ 勘 、 経 験 、 度 胸 ） に 基 づ く 人 材 ア ロ ケ ー

シ ョ ン （ 人 の 配 置 ） の 誤 り に あ る と 考 え ら れ る 。 昨 今 は H R テ

ッ ク で デ ー タ の 裏 付 け の あ る 人 材 配 置 が 一 般 化 し つ つ あ る 。

こ う し た 人 材 配 置 が 一 般 化 す れ ば 、 日 本 人 の や る 気 も 改 善 し

て エ ン ゲ ー ジ メ ン ト は 改 善 す る と 期 待 さ れ る 。 教 育 に つ い て

も 、2 1 世 紀 型 能 力 の 習 得 に 向 け た 体 制 を 早 急 に 整 備 す べ き だ 。 

以 上 の 改 革 が 実 現 す る か ど う か は 、意 志 の 問 題 で あ る 。口 で

は 改 革 と 言 い な が ら 、実 際 に は 何 も 変 わ ら な い の は 、日 本 で は
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良 く み ら れ る 現 象 だ 。 こ の 現 象 は 個 人 ベ ー ス で は 自 己 実 現 シ

ン ド ロ ー ム と 呼 ば れ る 。 日 本 は 国 家 全 体 が 自 己 実 現 シ ン ド ロ

ー ム に 陥 っ て い る 。 危 機 感 を 伴 わ な い ス ロ ー ガ ン と し て の 改

革 だ け で は 、 実 際 に は 何 も 変 わ ら ず 日 本 経 済 の 低 迷 が 続 く こ

と を 、 肝 に 銘 ず る べ き で あ る 。  

以 上  


